
本市における行政経営システムについて 
 

本市では，将来の都市像とその達成のための基本的な方向を定めた「総合計画」（まちづくりの設計図）を推進するにあたり，業績評価や進行管理を実施するための「行政評価システム」や，行政改

革の取組や予算，組織・定員等に係る「各内部管理システム」などを含む，事業見直しのためのＰＤＣＡサイクル（事業検証の仕組み）を効果的に運用し，行政資源の適切な配分に努めている。 

以下，本市の取組の現状をＰ・Ｄ・Ｃ・Ａの局面ごとに整理する． 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１ Ｐ（ＰＬＡＮ）・・・総合計画 

・まちづくりの最も基本となる計画 

・行財政運営の長期的な指針となる，市政運営の基本となる計画 

・「基本構想（１５年間）」－「基本計画（１０年間）」－「実施計画（３年間）」の三層構造 

 

２ Ｄ（ＤＯ）・・・事業実施 

総合計画に基づく庁内各課の着実な事業実行 

 

３ Ｃ（ＣＨＥＣＫ）・・・事業の評価・検証 

（１）行政評価システム 

・行政が実施する政策・施策や事業について，「どのような成果があったのか」，「当初想定した

成果が着実に上がっているか」という視点から行政自らが実施する客観的な評価・検証 

・「政策評価」－「施策評価」－「事務事業評価」の三層で構成 

 

（２）行政経営指針行動計画 

・行政改革の具体的な取組メニューを取りまとめたもの 

・計画期間：３年間（平成２１～２３年度） 

・取組メニュー数：１０６（「窓口サービスの向上」，「全庁的な外部委託の実施」 等） 

 

（３）中期財政計画 

向こう５年間の財政収支の見通しを立て，現在，あるいは将来発生すると見込まれる財政面

の課題を整理し，今後の財政運営の健全性を確保するための取組を明らかにするもの 

 

（４）組織定員適正化方針 

・直面する行政課題に対して，従来以上に効率的に対応するための新たな執行体制や職員数を

明らかにするとともに，その実現に向けた具体的な取組を明らかにするもの 

・計画期間：５年間（平成１７～２１年度） 

 

（５）公有財産運用方針 

公有財産の効率的かつ適正な運用を図るため，すべての公共施設で実施する行政サービスの

必要性を総合的に検討し，施設運用の方向性を明らかにするもの 

 

４ Ａ（ＡＣＴＩＯＮ）・・・行政資源配分の最適化の検討 

総合計画（Ｐ）をもとに，効率的かつ効果的に事業を実施し（Ｄ），その成果を行政評価システ

ム等で評価・検証（Ｃ）した結果を踏まえ，予算や人員などの行政資源を適切に配分して（Ａ），

次年度以降の事業の立案につなげる。 

資料３
平成２１年１０月２８日

行政経営部行政改革課

「行政資源配分の最適化」に向けた 
庁内の検討サイクルのイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 ５ 次 総 合 計 画 
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（対象２５本） 
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（対象 91 本） 

 

事 務 事 業 評 価

（対象 約 1,000 本） 

事 業 実 施 

財 源 

組織・定員 

資 産 

公有財産運用方針 

組織定員適正化方針 

中期財政計画 

予 算 査 定 

実施計画内容検討 

Action 

Check 
（狭義） 

Do 

Plan 

Check 
（広義） 

行政経営 
全 般 

行政経営指針行動計画 

「狭義の行政改革」の範囲 

（市役所内部の改革） 

各
内
部
管
理
シ
ス
テ
ム 


